


















































































































































































































































































































































































総数 970，313悪性新生物 30⑪，586 31．0 238．7心疾患 148，186 15．3 117．7脳血管疾患 131β12 13．6 104．7
20～24 3，664不慮の事故 L276 34．8 15．9自殺 1，183 32．3 14．7悪性新生物 314 8．6 3．9
25～29 4，709自殺 1，699 36．1 17．9不慮の事故 1，084 23．0 11．4悪性新生物 537 ll．4 5．6
30～34 5，630自殺 1，692 3G．1 18．5悪性新生物 995 17．7 10．9不慮の事故 940 16．7 10．3
35～39 7，063悪性新生物 1，724 24．4 22．0自殺 1，685 23．9 21．5不慮の事故 851 12．0 10．8
40～44 10，179悪性新生物 3，232 31．8 42．3自殺 1，918 18．8 25．1心疾患 LOgO 10．7 14．3
45～49 18，331悪性新生物 6，980 38．1 82．7自殺 2，441 13．3 28．9心疾患 2，056 11．2 24．4
50～54 37，794悪性新生物 16，G56 42．5 1崔6，7心疾患 41224 11．2 38．6自殺 4，000 1G．6 36．5
55～59 43，462悪性新生物 19，757 45．5 238．8心疾患 4，982 11．5 60．2脳血管疾患 3，973 9．1 48．0
60－64 58，786悪性新生物 27，682 47．1 351．3心疾患 7，231 12．3 91．8脳血管疾患 5，480 9．3 69．6
65～69 87，409悪性新生物 4L18547．1 568．1心疾患 10，972 12．6 151．4脳血刀患 8，735 10．0 120．5
70～74116，926悪性新生物 5G，064 42．8 828．9心疾患 15，805 13．5 261．7脳血管疾患 13，639 11．7 225．8
75～79135，705悪性新生物 47，446 35．0 1074．9心疾患 201524 15．1 465．0脳血管疾患 18，932 14．0 428．9
80～84145，953悪性眺物 38，734 26．5 1428．8心疾患 25，000 17．1 922．2脳血管疾患 23，896 16．4 881．4
85～89150，970悪性新生物 29β63 19．4 1832．9心疾患 27，832 18．4 1737．3脳血管疾患 26，930 17．8 1681．0




















































































死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率
全死因 970313770．7 528765858．5 441548686．6
悪性新生物 ［1］ 300586238．7［1］ 181354294．4［1］ l19232185．4
心疾患 ［2］ ！48186117．7［2］ 72665 118［2］ 75521117．4
脳血管疾患 ［3］ 131812104．7［3］ 63118102．5［3］ 68694106．8
肺炎 ［4］ 8526567．7 ［4］ 4573574．3 ［4］ 3953061．5
不慮の事故 ［5］ 3945431．3 ［5］ 2496540．5 ［6］ 1448922．5
自殺 ［6］ 2933323．3 ［6］ 2106334．2 ［8］ 8270 12．9
老衰 ［7］ 2213717．6 ［11］ 6091 9．9 ［5］ 1604624．9
腎不全 ［8］ 17675 14 ［9］ 8195 13．3 ［7］ 9480 14．7
肝疾患 ［9］ 1583712．6 ［7］ 1090217．7 ［10」 4935 7．7













大腸 2，073　　4．7 3，265　　6，85，799　　10，6 10，112　　17．1 ユ7，312　　28．419，868　　32．3 20，262　　32．9
女性 死亡数　死亡率 死亡数　死亡率 死亡数　死亡率 死亡数　死亡率 死亡数　死亡率 死亡数　死亡率 死亡数　死亡率?
14，407　　3L71 ，749　　35，519，454　　34，4ユ8，756　　3G．618，061　　28．517，852　　27．8 17，687　　27，5?
3，700　　8，13，499　　7，G3，696　　6，55，192　　8．58，934　　14．10，379　　16．210，714　　16，7?
818　　1，82，321　　4，64，048　　727，753　　正2．712，356　　19．514，671　　22．915，128　　23，5
乳房 1，572　　3，51，966　　3，93，262　　5．84，922　　8，07，763　　12．29，171　　14．39，652　　15，0
子宮 7，289　　ユ6，06，689　　13．46，075　　10．74，912　　8．0婆，865　　7．75，202　　8．15，195　　8，1
大腸 2，160　　4，83，335　　6，75，654　　10．0 8，926　　14，613，962　　22．016，080　　25．116，679　　25，9
注）大腸は，結腸と直腸S状結腸移行部及び直腸を示す。
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昭和・・年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妄・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　父・。
N．　Po　30　　　　　　　　　　　　大腸　諄垂・・
　　　　　　　　　　　　　　　7葦饗1・
鮒一脚認ゐ躍ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　　40　・　50　・　60　2　1　，，t3
　　　　　　　　　　　　平成年
?
?
　　　　　　　　　　　　．’　　肝
　　　　　　　　　　　，・　　　r　　　　　　　　　　ロド　　　　　ノ　　　　　　　　　！・　／　　大腸
　 0
昭秘・年
40 50 oo　2　7　・t3’
　平成・年
図1悪性新生物の主な部位別死亡率の年次推移人口動態から
　都道府県別に部位別に死亡率（人口10万人対）
を眺めてみると，
胃　：山形60．8，秋田60．6，新潟53．6，山口50．3，
　　　和歌山49．7
大腸：秋田41．0，岩手40．3，山形40．2，鳥取36．4，
　　　島根35．3
肝　：佐賀43．1，和歌山42．6，徳島40．3，福岡
　　　39．8，広島39．6
肺：和歌山58．1，高知56．4，山口56．3，山形
　　　54．6，長崎53．7
乳房：東京18．9，山口18．5，茨城16．8，富山16．5，
　　　山形・神奈川・岐阜16．2
子宮：鳥取10．4，熊本10．2，長崎10．1，徳島・
　　　鹿児島10．0，山口9．9
　以上が，平成13年度・人口動態統計からみた
わが国におけるがん死亡の実態である。がん死
亡者がここ年々増えている最大の理由は人口構
成の高齢化によるといわれている。最初に述べ
たよう検診活動によってがん患者の約50％は治
癒しているにもかかわらず，がん死亡数が30万
人を突破している現実を直視して，もっともっ
と早期発見・早期治療につながる効率的ながん
制圧対策を強力に実施しなければならない。近
年分子生物学の進歩はがんの本態解明に大きく
寄与してがんの一次・二次予防に大きな夢と希
望を与えつつあるが，いま当分の問は早期発見
のために集団検診にもっとも力を入れる必要が
ある。
　その基本は国民1人1人が自らの生命は自ら
の努力によって守るのだ。そしてがん検診は自
らの責任において受診してゆく覚悟と姿勢こそ
が大切であって，自分の生命を他人まかせにし
てはならない。
　国は医療費の高騰に腐心しているが，がんの
早期発見・治療がもっとも経費の節減につなが
るのである。いまこそ，がん検診は保険を適応
させ，国民1人1人に少なくとも年1回目検診，
健康チェックを受けられるようにすべきではな
いだろうか。
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